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１．新内節をめぐる状況と本プロジェクトの概要 
 
１−１ 新内節とは 

 新内節は、京都で誕⽣した⼀中節から独⽴した宮古路豊後掾
みやこじぶんごのじょう

が興した豊後節（江⼾浄瑠璃
とも呼ばれている）から、18 世紀後期に派⽣した浄瑠璃のひとつである。現在の「新内節」
という名称は、⽂化年間に鶴賀若狭掾

つるがわかさのじょう

の⾨⼈で、⼈気を博した美声の演奏家である鶴賀新内
に由来している。また、当時の同系統の富⼠松節、鶴賀節、豊島節を総称し、さらに後年
富⼠松魯中
ふ じ ま つ ろ ち ゅ う

系（現在では新内節の中興の祖とも呼ばれている）がとなえた富⼠松浄瑠璃も含
めて「新内節」と呼ばれている。新内節は、以上のことから「豊後節系浄瑠璃」とも呼ばれ
る。同じく豊後節から派⽣した、現在の清元節、常磐津節と同じく劇場⾳楽のひとつとして
舞台に上がっていたが、早々に座敷浄瑠璃に転向した。 
 旧来の豊後節のフレーズをより扇情的なものにし、物語の⼈物の⼼情などを語る楽曲の
中⼼部分である「クドキ」に残した。さらに楽曲の題材で実際の⼼中沙汰を脚⾊して取り上
げることで、江⼾時代の庶⺠から⼈気があった。 
 現在でも、始祖である初代鶴賀若狭掾が作曲した《若⽊仇名草》（蘭蝶）や《 明烏夢泡雪

あけがらすゆめのあわゆき

》
などは、⼀段にまとめられていることから「端物」と呼ばれている。これらは現在でも代表
的な曲とされ、新内節の基本的な構成形態とみることができる。端物の他にも、楽曲の内容
に応じていくつかのジャンルが存在し、義太夫の楽曲が基になった「段物」、めでたい内容
の「御祝儀曲」、滑稽な話の「チャリもの」など数多くのジャンルの楽曲が伝承されている。
曲数は、明治期までの作曲として 50 曲程度伝承されているが、以後も様々な演奏家によっ
て作曲されてきた。それらの楽曲は、作曲者の流派の固有の楽曲として伝承されているため、
新内節全体の楽曲数は正確に数えることが難しい状態である。 
 
１−２ 現状の問題 

 新内節は、他の多くの伝統芸能と同様の問題を抱えている。 
 1 つ⽬が、伝承者の減少である。現在、新内節の諸流派の連携を⽬的とした組織である「新
内協会」の⼈数は 500 名以下である（『会員めいぼ』新内協会編、2019）。これは、演奏家
だけではなくそれぞれの流派にいる名取りや素⼈、賛助も含めた⼈数だ。演奏家として活動
している多くは 70 代を超え、若⼿演奏家と呼ばれる年齢は 50 代以上が主⽴っている。本
20〜30 代の演奏家は、数名しか存在していない。 
 2 つ⽬が発信⼒の低さだ。新内協会にはウェブサイトや SNS はなく、先述の通り演奏家
の⾼齢化が進んでいるため、それぞれの流派や演奏家個⼈がインターネット上で発信して
いる例は⾮常に少ない。また、演奏家が少ないことに関しては、開かれていない伝承⽅法が
継承者の減少を加速させていると考えられる。 
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 3つ⽬が⾳源や楽譜が整備されていないということである。他の三味線⾳楽と違い、新内
節には演奏家同⼠が共通⾔語として使⽤できる楽譜が存在しないのである。新内節の伝承
で江⼾期より使⽤していた正本には、曲譜（節についた名称）と詞章が併記されている。し
かし、正本の曲譜は伝承を重ねるにつれて形骸化している部分も多く、現在では⼀部しか使
⽤されないものもある。曲譜に関して詳細に研究されている本として、岡本⽂弥（岡本流）
が著した『新内曲符考』があるが、これはあくまでも岡本流の研究書である。新内節の伝承
⽅法は流派ごとに異なるが、その多くは、それぞれの流派の私家版の楽譜を使⽤するという
ものである。これは、新内節の市販されている楽譜が少ないからである。８冊（内、詞章の
み明記された楽譜は７冊）あるが、前述の例の通り、すべての流派がその楽譜を使⽤してい
るわけではない。また、LP やカセットテープの⾳源が多く発売されてはいるが、CD に収
録されている⾳源には偏りがある。新内節の楽曲には１時間を超えるものが多く存在する
ため、楽曲の⼀部の省略演奏が求められることも少なくない。 
 
１−３ 「新内節の発信と保存プロジェクト」について 

 以上の問題に対して、本プロジェクトでは以下の 3つの取り組みを⾏った。 
 
１）連続講座「新内節を語る」の実施 
２）楽譜と⾳源のアーカイブ化 
３）インターネット上の広報強化 
 
 １）「連続講座「新内節を語る」の実施」は、各流派間のネットワークを構築していくた
めの前段階として⾏うものである。実のところ、当初は新内協会に所属している各流派の情
報をまとめた新内節総合ウェブサイトを作る予定であったが、本プロジェクトの初期段階
で、それを実現するためには各流派との意⾒交換や問題意識の共有を⾏い、家元同⼠が協⼒
して新内節業界全体の課題を解決していくための⼟台を築き上げる必要があることがわか
った。そこで、若⼿〜中堅を中⼼にいくつかの流派の家元を招き、それぞれが現在置かれて
いる状況についての報告と談論を⾏ない、⼀般に公開できる部分については演奏を交えな
がら⿍談する形式の講座を開催することにした。 
 2)「楽譜と⾳源のアーカイブ化」については、新内節には流派や演奏家ごとに語りに多少
の違いが存在しており、それに伴って三味線の旋律も変わってくることが関係してくる。つ
まり新内節にはそのように即興性が求められるために、覚え書きのような形でしか楽譜が
残されてこなかったが、本プロジェクトでは、お稽古をする際に初⼼者でもそれを読んで演
奏し、⾃⾝の習練度が把握できるようにすることを⽬指して楽譜を作成した。さらに、個⼈
の芸として完成されている市販の⾳源に加えて、新しく作成した楽譜に則った演奏を録⾳
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することで、より稽古に向いた⾳源を作成した。 
 3)「インターネット上の広報強化」では、Instagramで写真・画像を⽤いて新内節の現在
を発信するとともに、新しく作成した研進派のウェブサイトで、2)のアーカイブを順次公開
していく。また本プロジェクトの YouTubeチャンネルでは、連続講座「新内節を語る」の
記録動画を配信するだけでなく、他コンテンツを充実させていく予定である。 
  

新内節の発信と保存プロジェクト 
 
代表 新内志賀（しんない しが) 
幼少期より江⼾浄瑠璃新内節を研進派初代家元・新内志賀⼤掾

しがのだいじょう

及び新派家元・富⼠松菊
三郎に師事。⼩唄を⾥園派宗家・⾥園志寿栄

さ と ぞ の し ず え

及び⾥園志寿華
し ず か

に師事。2012年研進派家元。
新内志賀の襲名を果たし、現在は⼀⾨の指導・育成に献⾝している。本名の重森三果名
義では、⽂学作品に脚⾊を施した作品や、書き下ろしの楽曲を精⼒的に発表。数多くの
映画・テレビ等において邦楽指導、演奏出演している。2014年⽂化庁芸術祭⾳楽部⾨優
秀賞受賞。 
 
細野桜⼦（ほその さくらこ）（新内志賀桜

し が お う

） 
4 歳より新内志賀師に師事。2017年東京藝術⼤学(⻑唄三味線専攻)卒業。⻑唄を稀⾳家

き ね や

温⼦
あ つ こ

師、東⾳新井康⼦
あ ら い や す こ

師に師事。2019年京都市⽴芸術⼤学(⽇本⾳楽研究専攻)修⼠課程
終了。東洋⾳楽学会正会員。2019年度京都市⽴芸術⼤学⽇本伝統⾳楽研究センター共同
研究員(⽵内研究室)。 
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２．連続講座「新内節を語る」 
 

２−１ 概要と意義 

 連続講座「新内節を語る」では、各回異なる若⼿演奏家の講師を招き、それぞれにテーマ
を設定して、新内節の現状と将来の展望についての⿍談と実演を⼀般公開した。演奏家は、
普段はお客さんの前で⾃⾝のことや流派のこと、稽古の様⼦や師匠との関係などについて
語ることが滅多にないため、業界内の事情を知るには関係者から個⼈的に話を聞いたり、実
際に⾃らが弟⼦⼊りして⾝をもって体験したりするしか⽅法はない。そこで新内節のこと
を⼀般に知ってもらう機会を設けるとともに、現在の新内節の状況を多くの講師から聴取
するために本講座を企画した。この⿍談の内容は別冊⼦『新内節を語る 講話録』に収録す
る他、YouTubeの「新内節の発信と保存プロジェクト」チャンネルでも動画配信している。 
 「新内節を語る」では、新内志賀と細野桜⼦（新内志賀桜）が聞き⼿になり各回のテーマ
に関する質問を講師に投げかけ、より掘り下げて話してもらうよう促すことに加えて、⼀般
のお客さんにもわかりやすいように⽤語の説明などを⾏った。実演は、出来る限り楽曲の演
奏の範囲が被らないことや、演奏は 15 分程度にすることなどを条件に、ゲストの演奏家に
楽曲の選曲を委ねた。 
 質問は、全ての回に共通する項⽬と、各回のテーマに沿った項⽬から構成される。共通の
質問としては、各⾃の師匠とどのように出会ったか、お稽古の中でしきたりや芸事の習慣を
どのように学んだのか、芸歴、各流派の伝承形態、将来の展望などである。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連続講座「新内節を語る」チラシ 
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２−２ 各回の概要 

 
第 1回「我が師を語る」 
⽇時：2020 年 1⽉ 25⽇（⼟） 
   15：00〜16：30 
会場：京都芸術センター 和室「明倫」 
講師：鶴賀伊勢吉（鶴賀流分家家元） 
実演：《若⽊仇名草》（蘭蝶）（お宮⼝説） 

 
 伊勢吉師は、鶴賀伊勢⼀郎を通して新内節に出会い、後に第 11 代鶴賀若狭掾の弟⼦とな
り、三味線⽅として鶴賀伊勢次郎の名でデビュー。現在では、鶴賀伊勢吉と改め、浄瑠璃⽅
として活動している。 
 今回のテーマは、新内節の師弟関係と伝承のあり⽅である。存命の新内節演奏者では最⾼
峰とされる鶴賀若狭掾に弟⼦⼊りした鶴賀伊勢吉を講師に招き、師弟関係のことや、芸を継
承すること、太夫と三味線⽅の⼆つの⽴場で演奏を⾏なう活動などについて質問した。三味
線⾳楽の多くは、三味線⽅と浄瑠璃⽅（語り）の分業制になっている。プロを⽬指して三味
線⽅と浄瑠璃⽅をどちらも修⾏する場合、新内節では師事された師匠と相談の上、流派の違
う複数⼈の師匠に師事することがある。伊勢吉師は、三味線⽅も修⾏するために、当時鶴賀
若狭掾の相三味線を務めた、三味線⽅の先代新内勝⼀朗（後の新内節勝新派宗家、新内勝凰）
のもとで修⾏をした経験があるため、そのような「留学」における師弟関係の話もうかがっ
た。 
−−−−	
第 2回「創作を語る」 
⽇時：2020 年 2⽉ 11⽇（⽕・祝） 
   15：00〜17：00 
会場：京都芸術センター ⼤広間 
講師：岡本宮之助（岡本流主幹）、 
ゲスト：細川周平（国際⽇本⽂化研究セン 
   ター教授） 
実演：「のぼうる」など（助演：岡本宮慶） 
 
 宮之助師は、⼤叔⽗の岡本⽂弥、祖⺟の五世宮染に師事し、岡本⽂弥と親交の深かった邦
楽演奏家平井澄⼦に薫陶を受ける。岡本流以外では演奏不可能になった多くの浄瑠璃を継
承している。 
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 この回では、2部制のトークを⾏なった。第 1 部では、新内節の演奏家の中でも昭和期に
活躍した岡本⽂弥が残した 300 曲の作曲のお話と、現在岡本流を継承しながら⾃⾝も創作
に邁進している宮之助師に創作のプロセスをうかがった。第⼆部では、⽇本を代表する⾳楽
学者である細川周平⽒を招き、新内節の現状について多⾓的に語り合った。 
−−−−	
第 3回「⼥流を語る」 
⽇時：2020 年 10⽉ 18⽇（⽇） 
   15:00〜16:30 
会場：京都芸術センター ⼤広間 
講師：富⼠松菊⼦（新派家元） 
実演：《若⽊仇名草》（蘭蝶）（⼼中場） 

 
 

 菊⼦師は、最初⻑唄三味線の演奏家である杵屋勝七郎師に師事され、後に劇団新派の舞台
で共演した富⼠松菊三郎師（新派宗家）に弟⼦⼊りする。三味線⽅の演奏家で志賀と度々共
演をするが、浄瑠璃⽅を研鑽し、家元となってからは浄瑠璃⽅として活動している。 
 第 3回は、当初 2020 年 3⽉ 11⽇（⽔）に⾏われる予定だったが、新型コロナウイルス
感染症の拡⼤防⽌のため延期となった。⻑唄という別のジャンルから転向して現在新内節
の演奏家として活躍している菊⼦師を迎え、⼥性が舞台に上がるのが難しい歌舞伎で演奏
する機会の多い⻑唄と新内節の違いをテーマとした。 
−−−−	
特別編「新内節を語る」 
⽇時：2020 年８⽉ 23⽇（⽇）15:00〜17:00 
会場：京都芸術センター ⼤広間 
講師：鶴賀若狭掾（鶴賀流第 11 代家元、 
   新内節⼈間国宝）、鶴賀伊勢吉（鶴賀 
   流分家家元） 
実演：《若⽊仇名草》（蘭蝶）（お宮⼝説）、 
   「⼀⾕嫩軍記

いちのたにふたばぐんき

」 
 
 若狭掾師は、⽗である初代鶴賀伊勢太夫、８世鶴賀若狭掾、鶴賀加賀⼋太夫らに師事し、
ＮＨＫ邦楽技能者育成会に⼊会。初代鶴賀太夫死去の後、2世鶴賀伊勢太夫を襲名。2000 年
に新内界の⼀代名跡である 11 世鶴賀若狭掾の襲名、翌年の 2001 年に重要無形⽂化財保持
者（⼈間国宝）に認定される。2009 年⽂化庁⽂化交流史に指名され、海外公演を⾏なう。
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現在、新内協会理事⻑を務めている。 
 この回は当初、2020 年 7⽉にオープンしたヒューリックホール京都で公演する予定であ
ったが、新型コロナウイルス感染症の拡⼤防⽌のため、⼀般観客を⼊れずに京都芸術センタ
ー⼤広間にて無観客で⾏なった。 
 
２−３ YouTube チャンネルについて 

 連続講座「新内節を語る」全４回は、YouTube「新内節の発信と保存プロジェクト」チャ
ンネルで動画配信している。新型コロナウイルス感染症の拡⼤防⽌のため、延期となった第
３回「⼥流を語る」は定員を制限して⾏った他、特別編については⼀般公開を中⽌して動画
配信のみでの実施となった。今後も他流派の講師を招いた講座を継続したり、研進派の演奏
会などをアップロードしたりするなどして、新内節を⾒ることが出来る機会を少しでも増
やしていきたいと考えている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
２−４ 記録冊⼦『新内節を語る 講話録』について 

 連続講座「新内節を語る」の⿍談の内
容を収録した冊⼦を作成し、新内節の
演奏家の現在がわかる芸談録として新
内節関係者のみならず⼀般に配布して
いる。研進派ウェブサイト上でも閲覧
することができるようにし、演奏を聞
くだけではなく、演奏家にも興味を持
ってもらうための⼀助とした。 
 
  

YouTube「新内節の発信と保存プロジェクト」チャンネル QR コード 

『新内節を語る 講話録』 
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３．楽譜と⾳源のアーカイブ化 
 

３−１ 伝承形態と楽譜資料の現状 

新内節の各流派は、基本的にそれぞれの伝承に則って活動している。そのため、後述の⻑
唄の場合と同様に、本来的には流派ごとの楽譜が必要になるはずである。実際に、流派によ
ってはその流派に所属している有⼒な演奏家が作成した⾃筆の楽譜を流派内で共有して使
⽤することがある。しかし、新内節の場合は、⻑唄のように稽古⼈⼝が多くはないため、⻑
唄のように多くの楽譜が出版されることはなく、勢⼒のある流派の出版譜に影響を受ける
ようなことはなかったのである。結果として、現在まで 14もの諸流派がそれぞれの伝承を
踏まえた特⾊を出すことに繋がった⼀⾯があるのではないかと考える。 
 例えば、同じ三味線⾳楽の⼀つである⻑唄は基本的に四分の⼆拍⼦を⼀⼩節単位として
記譜することが出来る。そのため市販されている楽譜も数多く存在する。通称「研精会譜」
と呼ばれる楽譜（初世吉住⼩⼗郎が⼤正期に考案、縦書き）には 80 曲程度の曲⽬が収めら
れており、同じく縦書きの通称「⻘柳譜」（初世杵屋彌之介が昭和初期に考案、縦書き）も
80 曲以上、そして後で詳述する「（三味線）⽂化譜」（４世杵家弥七が⼤正後期に考案、横
書き）もまた 80 曲程度の曲⽬を収録して出版されている。それぞれの伝承を踏まえて作ら
れたこれらの楽譜は、いずれも曲⽬ごとに三味線の⼿付けと唄の節付けを記譜しており、そ
れぞれの基本的な記譜法さえ理解すれば、⼀つの曲⽬を⾃習し、かろうじて演奏することが
できるのである。 
 それに対して、新内節では、楽譜らしい楽譜は出版されてこなかった。江⼾期に出版され
た『新内正本』は、主に詞章の公開と語りの稽古に便宜をはかることを⽬的としたもので、
三味線の⼿付けないし語りの節付けの、ごく⼀部分を指し⽰す⽂字譜・記号・調弦などが印
刷されていることもある。しかし、⾳楽的情報が圧倒的に不⾜しているので、それを⾒たと
ころで⾳を再現するのは不可能に近く、楽曲演奏に役⽴つような譜⾯とはいえない。明治期
以降の事例では、『新内稽古本』（全七冊、全⼀⼋曲、初版年未詳、邦楽社）のように稽古や
舞台での床本として使うことを⽬的としたとみられる和装の出版物があるが、詞章と調弦
が記載されているだけで、三味線の節付けが記されているわけではない。 
 このような中、⼀つの極めて貴重な楽譜が出版されている。それは、昭和 41（1966）年
に邦楽社から出版された『三味線⽂化譜 新内の流し・前弾き集』（町⽥佳聲編、以降『新
内前弾き集』と称する）である。この楽譜集は、新内節の特徴的な器楽部分である「流し」
と「前弾き」のみを収録したもので、三味線の勘所（ツボ）が記譜されている。ところが、
新内節の演奏⾃体に即興的な要素があるために、この楽譜と同じ⾳源は存在していない。し
たがって、新内節には、楽譜と呼べるようなものは皆無ではないが、演奏⽬的のものは極め
て稀である。 
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３−２ 楽譜化の⽅法 

 楽譜と⾳源を作成することによって、⼝頭伝承では不明瞭だった⾳楽的特徴が明らかに
なるだけでなく、現在演奏されなくなった楽曲の保存と継承を促すことにも寄与すると考
える。研究者のためだけでなく演奏家にも寄与できるように、それを⽤いて⾃習できるよう
な楽譜と⾳源を⽬指した。 
 
（１）楽譜の種類と記譜法 
 ⼀般的に三味線⾳楽を記譜する⽅法は様々であるが、その代表的なものとして、五線譜、
研精会譜、⽂化譜などがある。今回は、以下で述べるような理由により、⽂化譜の記譜法を
⽤いることにした。 
五線譜での採譜は、しばしば新内節の先⾏研究（町⽥佳聲「新内節に関する考察」1916 

年など）に⽤いられている。これは、⾳楽の研究者をはじめ五線譜を理解出来る⼈には極め
て分かりやすいと思われるかもしれないが、今回には適していない点がある。それは、多く
の三味線⾳楽において、三味線という楽器がヴァイオリンなどのように絶対的な基準⾳（1
つの弦がいつも決まったピッチで調弦される）を設定しないことに起因する採譜と譜読み
の困難さである。つまり、新内節の三味線の調弦はその都度語り⼿の声域に三味線の⾳域を
合わせて⾏うため、五線譜に記譜する際にも、五線譜を読み解く際にも、演奏ごとの基準⾳
の違いに留意して常に演奏の実⾳と楽譜上の⾳との差異を前提に楽譜に向き合わなければ
ならないのである（楽譜を移調しながら読み書きするような感覚になる）。この問題から、
⽂化譜は多くの新内節の演奏家にとって使いにくく、場合によっては誤読や誤解を⽣じさ
せやすいのではないだろうか。 
次に、研精会譜については、縦書きなので⼀⾒すると伝統的な三味線の楽譜のようにみえ

る。しかし、おおまかにいえばむしろ五線譜の⽅とよく似ていて、⾳名でいう C（ド）から
B（シ）までを１から７までの数字であらわすが、記譜の数字と実⾳とのピッチの差異を常
に意識してかからなければならない点は、五線譜と同様の問題である。 

これらの点から、「五線譜」も「研精会譜」も新内節の演奏家の間ではほとんど使われて
いないようである。ただし、「五線譜」は⾳楽研究者や現代邦楽の作曲家・演奏家にとって
共通⾔語であり、⾳程関係が視覚的につかみやすいという⼤きな利点がある。将来的には五
線譜の活⽤も視野に⼊れ、活動の内容によっては積極的に取り⼊れていくべきであろう。 
 
（２）⽂化譜の利点 

新内節の演奏家の間で最も多く使われている記譜法は、⽂化譜（またはそれに類似したも
の）であろう。⽂化譜は、⼤正年間に４世杵家弥七によって考案されたもので、町⽥佳聲監
修『改訂版 ⽂化譜による三味線⼿ほどき』（1968 年）（以降、『三味線⼿ほどき』と呼ぶ）
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に⽰されているように、三味線の勘所（指で押さえる棹の位置）を数字で⽰したタブラチュ
ア譜の⼀種である。⽂化譜では、開放弦を０とし、１、２、３……18 のように、勘所を算
⽤数字で⽰す。３と４の間の勘所は♯、９と 10 の間の勘所は♭を使⽤する。このような勘
所を表す数字は、３本の横線上に配置して記される。３本の横線は、三味線に張られた３本
の弦（⽷）に⾒⽴てられている。下から順に、⼀の⽷という弦名の低⾳域弦、⼆の⽷という
弦名の中⾳域弦、三の⽷という弦名の⾼⾳域弦を表す。 
指の動きの感覚から三味線の⼿付けが直感的に理解しやすいという⻑所があり、調弦の
ピッチ（基準⾳）が変化しても記譜される数字は変わらないので、譜の読み書きがしやすい
という利点がある。 
 
（３）⽂化譜と五線譜の対応関係 
前述のように今回は基本的に五線譜を記載しないので、譜読みの便宜のために⽂化譜の

表記法を五線譜で表すと【表１】のようになる。三味線の調弦に際し基準⾳となる最低⾳域
弦（⼀の⽷）のピッチ（⾳⾼）は、語り⼿の声域や会場の⾳響等との兼ね合いで、演奏の都
度、調整する。以下の対照表は、⼀の⽷の開放弦（弦名１の「０」の勘所）を B⾳（シ）に
合わせた場合の⼀例である。 

 
以下（次ベージ）の引⽤譜は、「前弾き」と呼ばれる新内節の器楽部分の⼀部を五線譜と

⽂化譜で表したものである。 
【引⽤譜１】は、前弾き〈菊⽔〉について、富⼠松菊三郎師（新派宗家）が作成した⾃筆

の⽂化譜を、細野が五線譜に訳した楽譜である。【引⽤譜２】は、【引⽤譜１】と同じ部分に
ついて、菊三郎師の同じ⾃筆⽂化譜を転写したものである。 

） 



 
 11 

【引⽤譜１】【引⽤譜２】とも、上段が本⼿三味線の⼿付け、下段が後述する上調⼦の⼿
付けである。 

この楽譜に記載した部分は、新内節の前弾きのごく⼀部分であるが、新内節とその前弾き
の特徴が良くあらわれている。この訳譜の第１、２、４⼩節にある複前打⾳の装飾⾳を⾒て
いただきたい。このような連続的な装飾⾳が、パターン化した決まったフレーズの中に組み
込まれて出現するのである。 

この装飾⾳は、採譜すると細かい表記が必要になるが、五線譜だけでなく⽂化譜でもあら
わすことができる。⽂化譜で装飾⾳をあらわすときは、丸印の中に勘所の♭を⼊れた記号を
使⽤する。この書き⽅は、菊三郎師が⽂化譜にアレンジを加えたものである。⽂化譜は、こ
のような⼯夫を交えることにより、五線譜と同等な細かい表現を書き表すことも可能であ
る。 
 
（４）上調⼦とその記譜 

現在の新内節は２挺１枚、すなわち浄瑠璃⽅１名、三味線⽅２名の演奏を基本とするこ
とが多い。三味線⽅は、１⼈が本⼿三味線という主旋律を演奏し、もう１⼈が上調⼦とい
う副旋律を演奏する。双⽅の演奏時の関係を楽譜で⽰すと、前述の【引⽤譜１、２】の上
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段（本⼿）と下段（上調⼦）のような関係になる。 
 この上調⼦の三味線は⾼⾳

た か ね

とも呼ばれ、三味線の４の勘所のあたりに枷と呼ばれるもの
を付けることで振動する弦を短くし、調弦も本⼿三味線より開放弦を完全４度、もしくは
完全５度⾼くし、結果的に本⼿三味線よりオクターブ上の⾳域を演奏するのである。⾳域
の違いのほか、旋律も少々違っている。つまり、上調⼦の勘所と旋律は、本⼿三味線のそ
れとは異なっているので、上調⼦専⽤の楽譜を作成する必要がある。 
 この上調⼦の部分の楽譜は『三味線⼿ほどき』には記譜の例が載っていないが、同じ邦
楽社で出版されている『新内前弾き集』の上調⼦の楽譜は、枷をつけた勘所以降を開放弦
の０の後、１、２、３……となるため、本⼿三味線の勘所との関係が直感的に捉えにくく
なり、使いにくいという声もある。 
 これに対し、富⼠松菊三郎師が⾃⾝で作成した楽譜は、本⼿三味線とおなじ勘所を表記
し、開放弦の０の後５、６、７…と表記されている。このため、演奏する際に新しく勘所
を覚える必要がなく⾮常に演奏がしやすい。今回の採譜は上調⼦の部分に関しては、富⼠
松菊三郎師の記譜法を使⽤することにした。 
 
（５）楽譜化した楽曲 
 ⼤学ノートに⽂化譜の特徴である三線を書いて楽譜を作成した。床本が存在する語りの
節付けは詞章のみにして記をせず、三味線の⼿付けの記譜を重要視している。三味線⾳楽
の楽譜は、節付けは⼿付けよりも曖昧に表記されていることが多く、それぞれの伝承に委
ねられる部分が多い。 
 ⼩節線は、⽂字譜などのフレーズに区切ることを基本的原則に、場合によってはそれより
も細かく区切るようになっている。２年間という期間の中で採譜を⾏なっているため、楽譜
は細かな改良が都度重ねられている。例えば、シメル（ritardandoに近い意味） には⼆重線
を加えるといった点は、採譜を始めて随分経ってから始めたものである。 
 以上のような⽅法で、新内志賀⼤掾による床本に基づいた新内志賀による継承で、⽂化譜 
の基本的記譜法に則り、三味線の本⼿・上調⼦の旋律を追加した楽譜を作成していった。 古
典曲と呼ばれるものは、平凡社から出版されている⽇本⾳楽⼤事典の付表『新内節曲⽬表』
（表２、次ページ）に則り 20 曲程度、新曲については⼤正期以降で昭和期に作曲された舞
踊曲、新内志賀⼤掾が作曲した《志賀の⾥》《⿊船お吉》《下⽥慕情》や新内⼩曲などを含め
25 曲を楽譜化した。具体的な曲名については、現在、権利関係を確認中（太夫が浄瑠璃部
分の節を考案し、三味線弾きが三味線の⼿を付けたと思われる曲など著作関係が複雑で、当
事者が亡くなっている）であるため、ここで全てを挙げることはできない。 
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【表２】新内節の楽曲表 
出典：⽵内道敬作成、『⽇本⾳楽⼤事典』付表＋図録、平凡社、106⾴ 
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 ただし、参考として、2020 年４⽉に採譜した⼆曲の引⽤譜を載せておく。新内志賀⼤掾
が作曲したご祝儀曲の《志賀の⾥》と、唐⼈お吉を題材にした《⿊船お吉》である。楽譜
は細野による⼿書きでの採譜をスキャンし PDF化を⾏なった。 
 
【引用譜３】新内志賀大掾作曲《志賀の⾥》冒頭より 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【引用譜４】新内志賀大掾作曲《⿊船お吉》冒頭より 
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３−３ 録⾳ 

 楽譜を作成した 45 曲については、その楽譜に忠実な⾳源（語り・本⼿の弾き語りを新内
志賀、上調⼦は新内志賀桜）を新しく録⾳し、MP3 で保存している。楽譜と⾳源は今のと
ころ研進派のみで閲覧・ダウンロードができるようにグーグルドライブ上にアップロード
している。 
  前出の【表２】の新内節の楽曲表に掲載されている古典曲を例に、録⾳で⼼がけたことを
以下に記す。 
 初代鶴賀若狭掾が作曲した《 明烏夢泡雪

あけがらすゆめのあわゆき

》では、「上：部屋の段」と「下：雪責の段」だ
けでなく、演奏時間の制約から舞台では省略されることの多い上と下の間のくだりなども
録⾳した。基本的な⽅針として、古典曲については、現代において抜き差し演奏で省略され
る箇所も全て録⾳することにした。《若⽊仇名草》（蘭蝶）についても、現在は分けて演奏さ
れる「上：四⾕」「中：お宮⼝説き」「下：⼼中場」の「⼝説き」と⾔われる部分を抽出する
のではなく、全段を通しで記録した。そのほか、初代若狭掾作品では《帰咲名残命⽑

かえりざきなごりのいのちげ

》（現
在では上演されることが少ない伊太⼋の⼝説きを含む）や《千⽇寺名残鐘

せんにちでらなごりのかね

》も全段通しで録
⾳した。 
 また、当代の若狭掾が演奏した⾳源には、三味線ならびに節において今の研進派とは微妙
に異なる箇所がある。その場合は、新内志賀が志賀⼤掾から伝承した演奏を録⾳した。
《 恋娘昔⼋丈

こいむすめむかしはちじょう

》については、「鈴ヶ森の段」の⼆上がり部分は現在では割愛されることが
多い。しかし、地味ながらも⾮常に技巧的な節回しが⾒られるために、志賀⼤掾の演奏を踏
襲して録⾳した。他に、《⽇⾼川》《傾城三度笠

けいせいさんどかさ

》《 関取千両幟
せきとりせんりょうのぼり

》なども、志賀⼤掾から習っ
た楽曲である。《⼀⾕嫩軍記

いちのたにふたばぐんき

》については、新派宗家の富⼠松菊三郎師から新内志賀が稽古
をつけてもらった。菊三郎師から修得した曲は浄瑠璃⽅の諸派の芸系を受けており、節回し
や三味線の間の運びや⼿付などは、新内志賀が習ったままの演奏法で録⾳した。他に、2代
⽬鶴賀鶴吉作《⼦宝三番叟》については、浄瑠璃は志賀⼤掾に、三味線は菊三郎師から新内
志賀が伝承したものである。富⼠松魯中作《不断桜下総⼟産

ふだんざくらしもうさみやげ

》（佐倉惣五郎住処・⼦別れ）
と《 明烏後正夢

あけがらすのちのまさゆめ

》（道⾏・問弔い）、《道中膝栗⽑》（弥次喜多）は志賀⼤掾から、《廓七草》
《⾼野⼭》《廓⽂章》は菊三郎師から修得したものである。5 世富⼠松加賀太夫作
《梅⾬⾐酔⽉情話

つゆごろもすいげつじようわ

》については志賀⼤掾から習い覚えた節である。 
 【表２】の新内節の楽曲表に掲載されているもの以外には、研進派として演奏会での上演
やおさらい会での演奏を⾏なったり、お稽古をしてもらったりした楽曲も録⾳した。通称
《権⼋⼩紫》《おさん茂兵衛》《 壺阪縁観⾳

つぼさかゆかりのかんのん

》《⽞冶店
げんやだな

》《⼗六夜清⼼
いざよいせいしん

》《三千歳
みちとせ

》《⿃辺⼭
とりべの

》
などの歌舞伎や⼈形浄瑠璃の⼈気演⽬から移された演⽬も録⾳リストに加えた。これらは
曲の成⽴と作者について今後も研究・調査が必要だと考えている。 
 昭和に作られた曲については、岡本派以外の諸派で演奏される岡本⽂弥作《滝の⽩⽷》も、
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志賀⼤掾から習った楽曲として録⾳した。鶴賀朝太夫作《広重⼋景》《雷の道⾏》や 鶴賀新
内作《 寿勢鳶

ことぶききおいとび

》などは、新内節には珍しい舞踊のために作られた作品である。これらの
楽曲は他流派のものだが、作曲者の三味線をつとめた富⼠松菊三郎師から新内志賀が習っ
たものであり、公開しないことを前提として、10 曲ほど録⾳した。 
 
３−４ ウェブサイト 

 新内志賀⼤掾のアーカイブは楽曲の権利関係が整理でき次第、研進派ウェブサイトにア
ップしていく予定である。また、Instagramを開設し、アーカイブの状況や新内節の最新の
情報をお知らせしている。 
 その他にも、Twitter、Facebookなどを通じて、異なるユーザー層を考慮した情報を発信
することを⼼がけている。 これらの SNSを通して、邦楽、⽇本舞踊、歌舞伎、⽂楽、能楽
以外に、演劇、⾳楽、映画、美術などの表現者や愛好家とも交流し、伝統芸能だけでないパ
フォーミングアートのネットワークを作っていきたいと考えている。そのためにも、ハブと
なるウェブサイトを、今後はより有意義に運営していかなければならない。 
 演奏活動や公演、客席数などの制限がなされている現在の状況下において、伝統的な分野
においてこそウェブサイトや SNSを利⽤して情報を発信していく努⼒が必要だろう。 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

新内節研進派ウェブサイト 新内節研進派 Instagram 
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４．あとがき 

 新内志賀 
 

新内節の発信と保存プロジェクト代表として、このプロジェクトを振り返ってあとがき
とさせていただく。 
 まず申請時に私たちが⽬指していたこと、考えていたことから振り返ってみたい。 
インターネットによる情報の発信は古典芸能においてもこれからますます必要になるこ

とが予想される。そのため、個別の流派による発信よりも、全ての流派の演奏家や演奏会の
情報を⼀つのホームページに集約する⽅が、より有効な新内節の発信⽅法であろうと当初
は考えていた。しかし、私の認識と⼒不⾜から、そのようなホームページの設置については
流派間の総意は得ることはできなかった。 

これがプロジェクト始動の最初の困難となった。けれども、その後、諸流派の先⽣⽅にご
助⾔いただき、演奏家をゲスト講師として個別に招いて実演とトークによる連続講座を⾏
うことで、プロジェクトを推進することができた。その関係者に対し、まず感謝を申し上げ
たい。 
 そして、⼀番⼤きな困難は、新型コロナウィルスによる⽂化芸術活動への影響であった。
まず、2020 年 3⽉に開催予定であった連続講座「新内節を語る」第 3回「⼥流を語る」が
10⽉に延期となった。そして新内節⼈間国宝である鶴賀若狭掾先⽣をお招きする 8⽉の「新
内節を語る 特別編」もその影響を受けた。元⽴誠⼩学校跡地に新しくオープンするヒュー
リックホールを会場として、⽴誠⽂化協議会と⽴誠⾃治連合会と連携して企画していたも
のの、感染症拡⼤防⽌のために「⾼瀬川夏祭り」が中⽌となることが決定し、それに伴い「新
内節を語る 特別編」も中⽌となった。しかし、会場を京都芸術センターに移して同様の内
容を記録撮影し、YouTubeチャンネル「新内節の発信と保存プロジェクト」で動画配信する
ことで対応した。 
講座の実施がコロナによる影響を受ける⼀⽅で、私たちの流派に伝わる楽曲を中⼼にア

ーカイブの作成は粛々と進めていった。実演家としての演奏活動が全く無くなるという「⾃
粛」のなかで⽣まれた時間が、むしろ作業の集中に功を奏したのであった。 
 私は語りと三味線を異なる芸系の⼆⼈の師匠に付いて研鑽してきた。浄瑠璃はもちろん
語りの師匠の芸系を中⼼に学んできた。そして諸流派の浄瑠璃の先⽣⽅からの依頼で⻑年
に渡り演奏や録⾳をおこなって来られた三味線⽅の師匠からは、我が派である研進派では
演奏しない曲⽬を勉強させていただいた。その結果、江⼾時代から 明治、⼤正、昭和の新
作に⾄るまで数々の楽曲の演奏会の記録やお稽古のカセットなどが⼿元に残されており、
それらをもとに、ながらく舞台演奏や稽古をする機会のなかった楽曲を再度勉強し直して
アーカイブ作成を始めることにした。すると、対象とすべき楽曲が当初考えていたより広い
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芸系にまで及んでいることがわかり、曲数も増えていった。もちろん、他の流派や著作者の
権利などを守ることを考えて、アーカイブの扱いについては特に慎重を期すべきであるこ
とも、初動の「困難」から学ばせていただいた。 

本プロジェクトに関連する他の助成としては、まず、「京都市⽂化芸術活動緊急奨励⾦」
と⽂化庁の「⽂化芸術活動の継続⽀援事業」に採択していただいた。それにより、動画配信
のための機材や⼈員の⼿配、SNS の積極的活⽤、アーカイブのためのデジタル環境等々を
整えることができた。また、京都府⽂化活動継続⽀援補助⾦により、「こどものための新内
節プロジェクト」を実施させていただいた。20 年近く前の拙作に「⼤江⼭の酒呑童⼦」と
いう新作があり、それをこどもたちに楽しんでもらうために映像化・配信するという企画で
ある。国際⽇本⽂化研究センターの協⼒のもと、酒呑童⼦の絵巻を⽬で追いながら新内節を
楽しむことができるようにし、また、英語と⽇本語による字幕をつけることで⽇本⽂化を海
外に発信することに努めている。 

現在は募集は停⽌されているが、⽂化庁国内研修制度などの⽀援を得て、現在新内節三味
線⽅として最若⼿である志賀桜とともに、志賀⼤掾が演奏しなかった古典曲を他派の諸流
から学べることを願っている。 
 新内節は伝承者や観客の減少に直⾯している。私たちの社会の⽂化や経済などもコロナ
によって厳しい状況に⾒舞われている。そのような状況でも、本プロジェクトのパートナー
である細野桜⼦さん（新内志賀桜）や TAROのスタッフとともに事業を完了できたことに
感謝を申し上げる。⽬下のコロナ禍を古典芸能のあり⽅を⾒直すきっかけとし、今後も、ひ
とりでも多くの⽅に新内節を伝えていきたい。 
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